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1．緒言
今日，“ファッション”という言葉の意味は多様
性を持っており，単に衣服の流行を表すだけでなく，
幅広い分野に適応されるようになってきた。衣服を
はじめ，身の回りのあらゆる物をファッション商品
として捉える意識が強く，様々な“ファッション”
を通して自己表現する時代であるといえる。
一方，流行は世間一般において，ある程度受容さ
れる情報や状態を指す場合と，服装・ヘアスタイル
などのファッションとほぼ同義の場合がある。流行
は消滅するものでもあるが，ファッション衣料の場
合，例えばジーンズのように，定番化するものもあ
る。また，現代社会における流行は，消費者側から
口コミ等で自然発生的に起こる流行と，生産者側か
らの作為的な流行がある。そんな現代の流行は，個
人的な欲求をベースとし，社会における様々な要素
が影響し合いながら発生する。これを受けてファッ
ションの主たる対象である衣服の流行と身の回りの
インテリアの流行に相関性があるのか，またどのよ
うな形でその相関は表れているのかの調査を目的と
して研究を行った。
2．資料・研究方法
研究に用いた資料は，インターネットオンライン
書店「Fujisan.co.jp」の売り上げランキングより，
― 159 ―
日本女子大学紀要　家政学部　第 57号　　Jpn. Women’s Univ. J. Vol.57 (2010)
Correlation between Trends in Clothes Fashions and Interior Design
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抄　　録　ファッションという言葉は，衣服の流行を表すだけでなく，幅広い分野に適応されるようにな
ってきた。これを受けて，ファッションの主たる対象である衣服の流行とインテリアの流行に相関があるの
か，またどのような形で相関は表れているのか，研究を行った。研究に用いた資料として 2008年 1月から
7月の間に発行されたファッション，インテリア誌，インターネットの通販サイトを選定した。研究方法は，
株式会社日本カラーデザイン研究所の「言語イメージスケール」を参考にし，資料から抽出した形容詞と画
像を数値化し，分布の状態を検討した。その結果，ファッションとインテリアの形容詞，画像それぞれの相
関は双方共に非常に高く，また，相関の高い資料には講読対象に共通性があることも明らかとなった。そし
て現代の大きなトレンドは，ナチュラルであることも明らかとなった。
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Abstract The word “fashion” has been used to express various meanings, not only clothes. We investi-
gated the correlation between trends in clothes fashions and interior design. For the data of this study, we
selected magazines and web sites issued between January and July, 2008. Using the “Word Image Scale” we
evaluated numerically images extracted from the data, and then integrated the data with maps to see how
these adjectives were distributed. As a result, we have found that the correlation between adjectives and
images concerning fashion and interior design are very strong, and that it is evident that the stronger the
correlation is, the more similarities its readers have. Also, we have found that it is clear that today’s big trend
is the consept of ‘natural’.
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ファッションとインテリアの異なるテイストの雑誌
計 8冊（VOGUE NIPPON，FUDGE，CanCam，ViVi，
Non・ no，モダンリビング，ELLE DECO，一人暮
らしの SUPERインテリア）と，2008年のインテリ
アトレンドをまとめた書籍（インテリア　トレンド
ビジョン 2008），また知名度が高いと思われる通信
販売サイト（nissen，ムトウ，ベルメゾン）であり，
（Fig. 1）これらを流行の情報源として選定した。い
ずれも 2008年 1月から 7月の間に発行されたもの
である。
研究方法は，株式会社日本カラーデザイン研究所
の「言語イメージスケール」を参考にし（Table 1），
抽出した形容詞の語感・画像の色彩，デザイン等を
もとに，形容詞と画像を数値化した。数値化の方法
は，まず言語イメージスケールのWARM-COOL軸，
SOFT-HARD軸をそれぞれ 10等分し，121の交点を
作成した。（Table 2）121の交点に対して x軸，y軸
にある数字は，イメージスケール上の位置と対応し
ている。x，y軸それぞれ中心の 0を原点とし，
COOL・ SOFT方向へは正の数で 1～ 5の数字で表
され，WARM・HARD方向へは負の数で－ 1～－ 5
の数字で表した。このように収集した形容詞と画像
をイメージスケール上に配置し，座標に変換して数
値化し，分布の状態を検討した。
形容詞と画像は，雑誌・ホームページ・ファッシ
ョン誌より，抽出した。
ファッション誌の形容詞数と画像数は，それぞれ，
VOGUEが 647点と 176点，FUDGEが 1,479点と
227点，CanCamが 2,102点と 395点，ViViが 1,300
点と 194点，Non・ noが 2,826点と 267点で，ファ
ッション誌全体では形容詞数が 8,354点，画像数が
1,259点である。
インテリアでは，形容詞数と画像数はそれぞれ，
ELLE DECOが 617点と 273点，モダンリビングが
125点と 208点など，全体として形容詞数が 1,051
点，画像数が 801点であった。（Table 3）
日本女子大学紀要　家政学部　第 57号　　Jpn. Women’s Univ. J. Vol.57 (2010)
― 160 ―
Fig. 1 Information data and these readers target.
Table 1 “Word Image Scale”, Nippon Color &
Design Research Institute Inc.
Table 2 Table which made 121 intersections in
image scale
3．結果・考察
3.1 形容詞におけるバブルチャートの分析
下の表は，抽出した形容詞を数値化し，バブルチ
ャートで見やすくしたものである。まずファッショ
ンの形容詞については，全体的にナチュラル・カジ
ュアル領域に分布が集中した。また，VOGUEと
FADGEでは分布が比較的広範囲に広がるのに対し，
Non・ no，CanCam，VIVIはまとまりのある分布が
見られ，雑誌のターゲット層の傾向によって共通性
が見てとれる。（Fig. 2）
次にインテリアの形容詞については，上の表のよ
うに全体的にナチュラル領域に分布が集中したが
（Fig. 3），ファッションと異なり分布範囲はそれぞ
れ異なった。
また，それぞれの頻出形容詞はFig. 4のようにな
っており，単体の形容詞が共通して多くみられるこ
とは無かったが，ファッション，インテリア共に
「～MIX」という複合的な意味を持つ形容詞が多く
表れたことが特徴的であった。異なる要素を組み合
わせ，自分らしさを表現すること自体がファッショ
ンとインテリアに共通する現代の流れであると考え
られる。
次に相関係数をみると，下の表のように全ての雑
誌の組み合わせで形容詞，画像共に相関係数は非常
に高いものとなった。（Table 4，5）形容詞におけ
る相関係数の上位 3位をみてみると，① VOGUE×
ELLE DECO，②FUDGE×ELLE DECO，③VOGUE×
インテリアトレンド 2008の順に相関が高い数値と
なっており，これらの雑誌は，ターゲットや誌面上
の商品価格帯の面で類似性を持っている。逆に各雑
誌のターゲットが全く異なる組み合わせは相関がや
衣服とインテリアにおける流行の相関性
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Table 3 Number of words used with image scale
Fig. 2 Adjectives which were extracted from
materials of fashion and range of these
adjectives distributed.
Fig. 3 Adjectives which were extracted from
materials of interior and range of
these adjectives distributed.
Fig. 4 Frequently adjectives.
や低くなる傾向が認められた。
3.2 画像におけるバブルチャートの分析
続いて画像による分析である。
Fig. 5のようにファッションでは全体的にカジュ
アル・ナチュラル領域に偏りが見られた。
形容詞と同様VOGUE，FADGEでは比較的広範囲
に分布が広がり，CanCam，ViVi，Non・ noはまと
まった集中がみられる。
そして Fig. 6見て取れるようにインテリアではナ
チュラル領域に分布が集中した。また形容詞と同じ
く分布の形状は各雑誌により異なった。
更に形容詞と同様に相関係数は非常に高い数値を
示し，画像においてもファッションとインテリアの
流行性に相関があることが分かる。
3.3 形容詞と画像の関係分析
詳しく分析していくと相関係数の高い情報源同士
の性質には共通性があった。（Fig. 7，8）最も相関
の高いNon・ noとインターネット通販では，どち
らも比較的，安価で一般に求めやすい商品を掲載し
ており庶民派層をターゲットにしている点が共通し
ている。次に順位の高い VOGUEと ELLE DECOで
はどちらもハイグレードの位置付けの雑誌で海外の
ハイブランドをはじめ比較的高価な商品が掲載され
ている。つまり，ライフスタイルや消費に対する異
なる価値観のグループにおいて，ファッションとイ
ンテリアの流行の相関性は極めて非常に高いことが
明らかとなった。
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Table 4 Results of correlation coefficient with adjec-
tives
Table 5 Results of correlation coefficient with images
Fig. 5 Images which were extracted from materials
of fashion and the range of these adjectives
expanded.
Fig. 6 Images which were extracted from materials
of interior and the range of these adjectives
expanded.
Fig. 7 Similar information data which correlated
adjectives.
次に実際に掲載数の多いポイントの画像をイメー
ジスケールに載せると Fig. 9のようになった。ファ
ッションでは SOFT・WARM方向に集中している
のに対しインテリアでは散らばりが見られる。しか
し形容詞と同様にナチュラル，カジュアル領域に共
通性を見出すことができる。
ここまでの結果よりナチュラルグループが現代の
最も大きなトレンドであることが明らかとなった。
小規模な流行の中にも流行の大小があるといえる。
3.4 流行と社会背景
次に流行に影響を与える要因となる社会背景を分
析した。情報源を 08年の 1月からの発行分を用い
ているので，2007から 2008年の日本の社会動向を
中心に調査した。
アメリカ経済の落ち込みを顕著にしたサブプライ
ム問題，年金記録漏れの発覚，相次ぐ食品偽装は大
きく国民の心を揺るがし，暮らしへの不安は高まっ
た。これにより，消費者の購買行動が慎重になり，
さらに環境問題の意識の高まりによりエコが注目さ
れている。このエコブームが消費者または企業に大
きな影響を与えることでナチュラルテイストのトレ
ンドが後押しされているのではないかと考えられ
る。
4．総括
ファッションという言葉は，衣服の流行だけでは
なく，幅広い分野に適応されるようになってきた。
これを受けて，ファッションの主たる対象である衣
服の流行と身の回りのインテリアの流行に相関があ
るか，またどのような形で相関は表れているか，そ
の調査を目的として研究を行った。研究に用いた資
料は 2008年 1月から 7月の間に発行されたファッ
ションとインテリアの雑誌 8冊，インテリアトレン
ド書籍，インターネットの通販サイトを選定した。
研究方法は，株式会社日本カラーデザイン研究所の
「言語イメージスケール」を参考にし，抽出した形
容詞の語感，画像の色彩，デザイン等を元に形容詞
と画像を数値化し，分布の状態を検討した。その結
果，ファッションとインテリアの形容詞，画像それ
ぞれの相関は双方共に非常に高く，また，相関の高
い資料には講読対象に共通性があることも明らかと
なった。そして現代の大きなトレンドは，ナチュラ
ルであることも明らかとなった。
結論として，ファッションとインテリアの流行は
強い相関をもっていることが明らかになり，流行と
は服飾のファッションにとどまらず各々のライフス
タイルに関連し，その嗜好も統一されていることが
示された。また，そのスタイルは多様化し，多くの
人に受け入れられるスタイルには社会背景が関係し
ていることが明らかになった。
付記
本研究は，日本女子大学の被服学科第 59回生の
舘下愛子さん，吉田智美さんの卒業研究に基づいて
行われたものである。
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